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日本共産党野洲市委員会 
２００６年６月 11 日 №８５ 

市会議員 小菅六雄    

市会議員 野並享子   

          (電話）589-4971 （FAX）589-6184 
（メール） shgdy177@ybb.ne.jp （HP）http://www.yasusigi.net/~kosuga/ 

（電話）587-0985 （FAX）586-1102 
（メール）s_k_nonami@yahoo.co.jp（HP）http://www.yasusigi.net/~nonami/ 

 6月定例市議会が8日から始まりました。8日

の本会議で山﨑市長は、子育て支援の施策とし

て、「中学校卒業までの医療費を無料化（入院）

する」ことを明らかにしました。9月議会にこ

のための条例提案を行い、実施は来年 1月から

です。 

これまで合併前の旧中主町や旧野洲町で、住

民の世論と運動の高まり、また、町議会で要求

する中、全県的にも早い段階で就学前の無料化

を実現してきました。 
日本共産党は、昨年の１２月市議会でも、子

育て支援の充実とまちづくりの立場から、無料

化制度の一層の拡充を要求していました。同時

に市議会では多くの会派が「子育て支援の充実」

を求める中、市長は、「中学校卒業までの無料化

を研究したい」と答弁していました。 
この答弁を受け、8日に開催された６月定例議

会・本会議で市長は、「来年 1月から実施する」
ことを表明したものです。中学校卒業までの無

料化拡大（入院）実施は、市民にとって朗報で

す。日本共産党は、引き続き、通院での無料化

実施に向け、6月市議会でもがんばります。 

 知事選は 15 日告示されます。無駄な新幹線栗東新駅を
推進し、一方で暮らし破壊をすすめる県政から、県民の暮

らしを守る県民本位の県政への転換かが問われる選挙で

す。民主県政の会と辻よしのりさんは、新幹線新駅建設は

キッパリ中止し、暮らし優先の県政を主張しています。 
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県民本位の 

県政実現を 


